
NPO法人横浜日独協会 第 51回理事会議案書 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  2021年 7月 17日（土）13:00～14:40 

２．会   場  オンライン会場 

３．理 事 総 数  23名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

成川会長 能登副会長 向井副会長 大瀬副会長 南雲常務理事 

山口常務理事 寺澤常務理事 大堀常務理事 坂井理事 中尾理事 

佐藤理事 藤田理事 小貫理事 大治理事 地野理事 野澤理事 

西条理事 齊藤常務理事    出席 18名 

委任（議長）：小島理事 神永理事     委任 2名 

         以上 20名 

（欠席理事）ゼーリヒ理事 ユーデック理事 北井理事 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第 33条および第 37条にもとづき成川会長は、新型コロナウィルス感染防止対 

策のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え 7月 9日全役員にメー 

ルで通知した。本会議はオンラインシステムを用いており、音声と画像がきちんと伝 

わり、適時的確な意思表明がお互いにできることを確認した。 

定款第 34条の規定により、成川会長を議長とした。 

本理事会の議事録署名は議長の成川会長、向井副会長、大瀬副会長とした。 

 

（1） 議  題 

 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績：合計 189名／団体（個人 132名、YC学生 35名／青年 8名、法人 14社） 

（能登副会長） 

② 資金状況：7月 17日現在 1,529,051円 

ゆうちょ銀行振替口座（会費） 576,960円 

ゆうちょ銀行総合口座  278,083円 

横浜銀行横浜駅前支店  674,008円 

 （齊藤事務局長） 

③ 会報／ＨＰ: 

・日独産業協会事務局より、DJWホームページに横浜日独協会のホームページをリン 

クさせたいとの依頼があり、了解の旨を回答した。（齊藤事務局長） 

④ 事業実績（予定）報告： 

・全日本日独協会連合会について:本年度総会は書面開催となる。決議事項は、中根 



会長代行再任、20年度決算、21年度予算ならびにいわき日独協会の退会・解散で 

あるが、異議なしと判断し回答する。なお連合会総会後のレセプションは 10月以 

降になる。（成川会長） 

・日独交流 160周年記念関連事業やイベントが助成対象となる文化基金制度について：ドイ 

ツ大使館では本年中に行われる事業を対象に助成金を出す。助成金の限度額は示されてい 

ない。当協会では大茶会の会場費、謝礼及び印刷費が対象になると思われる。他にも対象 

事業があれば申請する。（能登副会長） 

・日独産業協会（DJW）への横浜日独協会の加入について、DJWの年会費 75,000円が免除さ 

 れることとなった。DJWに対しては当協会の年会費１口 20,000円を免除する。DJWへの加 

入には細かな所定の契約書類があり、当協会には加入申請書がある。以後双方の事務局に 

て手続きを進める。（成川会長）  

⑤ 会議スケジュール： 

第 51回理事会：7月 17日（土）13：00～オンライン会議 

第 52回理事会：9月 18日（土）13：00～開催方法未定 

第 53回理事会：大茶会（10/15）と重ならない時期に再設定する。 

 （齊藤事務局長） 

 

 以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 プロジェクト／イベントについて 

〇オンライン講演会：7月 17日（土）15：00～17:00  今日現在２６名参加 

テーマ:ドイツ大使館日独交流 160周年記念シリーズ 

『文豪・森鴎外がみたドイツ』 

〇8月イベント 夏休み 

〇オンラインイベント：9月 18日（土）内容未定 

  ※ワインブティック伏見黒川氏によるワインをテーマにしたオンライン講演会で 

調整中。対面での講演を希望されている黒川元大使、あるいは早瀬名誉会長を 

講師に招くのは年明けになる。 

〇オクトーバーフェスト in YC&AC : ９月 未定 

〇日独交流 160周年記念／横浜市フランクフルト市パートナー都市提携 10周年記念 

大茶会（日本伝統文化体験）：10月 15日（金）9：30～16：30 三渓園鶴翔閣 

   ○クリスマス会 ： 未定 

 （能登副会長） 

 

以上、イベントについて全理事一致して承認された。 

 

第３号議案 大茶会中間報告について 

ドイツ大使館より文化事業への助成金については、申請期限は少なくとも 6週間以前迄、 

ということで理事会での承認後速やかに（7～8月中）に申請する。会場費 16万円、講師等謝 



礼 15万円、チラシの印刷代等で合計 35万円を申請する。（能登副会長） 

 招待者の人選は早瀬前会長と成川会長で調整中。また招待者について、委員会からだされ 

た会報印刷等委託先の大井氏とスカートクラブの講師１名を招待枠に加える。学生の参加を 

求めているがチケット代 4,000円は負担が大きいため学生券（2,000円）をつくる。大茶会当 

日の受付等の会場スタッフとして、茶会に申し込まれた役員に個別に協力を依頼している。 

（南雲常務理事、山口常務理事） 

 

以上、大茶会中間報告について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 中小企業支援セミナーについて 

  予定のセミナーのテーマは「住居・生活環境と再生可能エネルギー」とする。講師には 

日本語が堪能で専門家のドイツ人オスカー・バルテンシュタイン氏を予定し調整中。主催 

者は横浜日独協会と横浜市建築局で、神奈川県建築士事務所協会などが後援する。県下で 

は小田原市がバイオマス発電に熱心に取り組んでいる。ドイツ・ハイデルベルクのパッシ 

ブハウスの実情などを日本に紹介したい。日本では同様のコンセプトでゼロエネルギーハ 

ウスと呼び取り組まれている。横浜市建築局はセミナー参加者を 150人程度として、講演 

内容を多くの視聴者に届けられるＺＯＯＭウェビナーを使うことを希望している。 

（大瀬副会長） 

 

以上、中小企業支援セミナーについて全理事一致して承認された。 

 

第 5号議案 業務監査について 

  当協会の業務監査の方法については改善する必要性があるが、今年度については現在二 

人の監事がいるが、従来通り理事の業務状況等についてＮＰＯ法人のチェックリストに基 

づく業務監査を行ってもらう。来年度からは新たに業務監査を担う監事を 1名選任し、総 

会において承認後、監査にあたっていただきたい。 

（成川会長） 

 

以上、業務監査について全理事一致して承認された。 

 

第 6号議案 役員業務分担について 

  役員に過日配布した分担表について、本年度はすでに各事業がスタートしていることか 

ら従来の役割の大きな変更はしない。ただし大瀬副会長はじめ新たに就任した役職、理事 

の役割分担とＮＰＯ法人の事務局強化の点で見直した。 

 ヤングクラブなどに関する意見を踏まえ、若者支援については向井副会長を委員長とし 

て主担当に、大堀常務理事は副担当とする。 

（成川会長） 

 ヤングクラブは 2年近く動きがないように思われる。若者委員会の在り方を含め若者支 

援について真剣に考え直すべでではないか。 



（向井副会長） 

 

以上、役員業務分担について全理事一致して承認された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上で本日のすべての議事は終了した。オンライン会議において音声・画像が確認でき適時的確な

意思表明と双方向性は終始異常なく維持されたことを確認し、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

 

    ２０２１年７月 日  

議        長  成川 哲夫 

 

議事録署名人  向井 稔 

 

議事録署名人  大瀬 克博 

 

 


